
　　

10
月
30
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で
の
９

日
間
、
岡
山
県
内
の
全
市
町
村
で
第
25

回
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
68
事
業

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
は
、
文
化
活
動
の
相
互

理
解
、
全
国
規
模
の
交
流
・
発
表
の
機

会
を
提
供
す
る
わ
が
国
最
大
の
文
化
の

祭
典
で
す
。
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
世
界
に
誇
る
鉄
の
芸
術

品
で
あ
る
刀
を
テ
ー
マ
に
、「
備
前
お

さ
ふ
ね
名
刀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
10

月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）
の
２
日
間
、

備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里
・
ゆ
め
ト
ピ

ア
長
船
・
長
船
町
福
岡
市
場
小
路
一
帯

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
２
日
間
は
、
備

前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
入
館
料
が
無
料

に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
会
場
へ
足

を
運
ん
で
、
刀
剣
・
地
域
文
化
の
素
晴

ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
文
化
祭
を
機
会
に
刀
の
魅
力

を
存
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
現
代

刀
匠
の
お
守
り
刀
展
示
、
里
帰
り
す
る

国
宝
の
太
刀
、
岡
山
県
出
身
の
俳
優
・

八
名
信
夫
氏
の
記
念
講
演
会
な
ど
見
ど

こ
ろ
満
載
で
す
。

　

公
募
に
よ
る
現
代
刀
匠
の
お
守
り
刀

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
平
安
時

代
に
作
ら
れ
た
国
宝
の
中
で
も
最
高
ラ

ン
ク
の
国
宝
太
刀
「
友と

も
な
り成

」（
厳

い
つ
く
し
ま島

神

社
蔵
）、
徳
川
家
康
の
愛
刀
で
名
高
い

重
要
文
化
財
の
脇
指
「
長
船
勝か

つ
み
つ光

・

宗む
ね
み
つ光

の
合
作
刀
」（
日
光
東
照
宮
蔵
）、

他
に
は
重
要
文
化
財
の
太
刀
「
長
船

景か
げ
み
つ光

」（
文
化
庁
蔵
）、
重
要
美
術
品
の

「
長な

が
み
つ光

」
の
刀
な
ど
、
中
世
の
長
船
で

作
ら
れ
た
名
品
中
の
名
品
も
あ
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

備
前
地
域
で
製
作
さ
れ
た
刀
剣
な
ど
約

20
口ふ
り

を
中
心
に
小
道
具
な
ど
の
逸
品
を

合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　

岡
山
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
毎
年
秋
祭
り
で
奉
納
さ

れ
る
綾
浦
太
刀
踊
・
粟
利
郷
太
刀
踊
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

Yana Nobuo




